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2議会だより【令和４年５月】

令和４年３月定例会（会期：令和４年２月２８日〜令和４年３月２３日）

議  案  等  別  表  決  一  覧  表
	 	

○：賛成、×：反対、－：退席、欠：欠席　　 

（※平家恭治議長は採決に加わっていません）
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夫番　号 件　　　名（摘要） 審議結果

報告第１号 専決処分の報告について（令和３年度八幡浜市一般会計補正予算
（第１１号）） ○○○○○○○○○

※

○○○○○○ 原案承認

報告第２号 専決処分の報告について（令和３年度市立八幡浜総合病院事業会計
補正予算（第３号）） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案承認

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 異議のない旨
答 申

議 案第１号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第２号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第３号 「八幡浜港フェリー岸壁築造工事（その８）請負契約の締結につい
て」の議決変更について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第４号 「八幡浜港可動橋製作・据付工事請負契約の締結について」の議決
変更について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第５号 「八幡浜港スロープ建築工事請負契約の締結について」の議決変更
について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第６号 字の名称を廃止することについて ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第７号 字の区域及び名称を新たに画することについて ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第８号 字の区域を変更することについて ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第９号 八幡浜市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第10号 八幡浜市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定に
ついて ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第11号 八幡浜市消防団条例の一部を改正する条例の制定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第12号 八幡浜市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定
について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第13号 八幡浜市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第14号 八幡浜市不妊治療等に係る費用の助成に関する条例の制定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第15号 八幡浜市駐車場条例の一部を改正する条例の制定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第16号 八幡浜港港湾施設の管理及び利用に関する条例の一部を改正する条
例の制定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第17号 八幡浜市楠町物流倉庫の管理及び利用に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第18号 八幡浜市地番整理事業の実施に伴う関係条例の整理に関する条例の
制定について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第19号 令和３年度八幡浜市一般会計補正予算（第１２号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第20号 令和３年度八幡浜市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第21号 令和３年度八幡浜市介護保険特別会計補正予算（第３号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第22号 令和３年度八幡浜市介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第23号 令和３年度八幡浜市港湾整備事業特別会計補正予算（第３号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第24号 令和３年度八幡浜市下水道事業会計補正予算（第３号） ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第25号 令和４年度八幡浜市一般会計予算 ○○○○×○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第26号 令和４年度八幡浜市国民健康保険事業特別会計予算 ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第27号 令和４年度八幡浜市後期高齢者医療特別会計予算 ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第28号 令和４年度八幡浜市介護保険特別会計予算 ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第29号 令和４年度八幡浜市介護サービス事業特別会計予算 ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第30号 令和４年度八幡浜市日土財産区特別会計予算 ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第31号 令和４年度八幡浜市駐車場事業特別会計予算 ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第32号 令和４年度八幡浜市水産物地方卸売市場事業特別会計予算 ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第33号 令和４年度八幡浜市港湾整備事業特別会計予算 ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第34号 令和４年度八幡浜市下水道事業会計予算 ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第35号 令和４年度八幡浜市水道事業会計予算 ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第36号 令和４年度八幡浜市簡易水道事業会計予算 ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議案第37号 令和４年度市立八幡浜総合病院事業会計予算	 ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決

議員提出議案	
第 １ 号

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議について ○○○○○○○○○ ○○○○○○ 原案可決
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人が市政をただす！6
今定例会では、６人の議員が一般質問に立ち、市長はじめ関係理事者の

考え方をただしました。

掲載は質問順で、質問及び理事者答弁は質問者本人が要約したものです。

なお、一般質問の詳細につきましては、会議録に掲載しています。

＊会議録は、市議会ホームページ上（http://www.city.yawatahama.ehime.jp/sigikai/)、議会事務局、
　市立図書館、中央公民館でご覧いただけます。

質問者（質問順） 質　　問　　項　　目 ページ

田 中 繁 則
①　地域資源を活用した着地型観光の推進について

②　小学校における英語教育の現状、成果と課題について
4

佐々木加代子
①　コロナワクチン接種について

②　不妊治療費助成事業について
5

西 山 一 規 ①　市の財政の厳しさについて 6

井 上 　 剛

①　八幡浜市内に在住されている外国籍の方の総数及び国籍について

②　現在の八幡浜市の経済状況について

③　公共事業における木造建築物の管理について

7

菊 池 　 彰
①　安心して安全に快適に過ごすことができる環境整備について

②　移住・定住への取り組みについて
8

遠 藤 　 綾

①　伊方原子力発電所について

②　新型コロナ感染症から市民をどう守るのか

③　コロナ禍・ロシア侵攻のなか市民経済をどう守るか

④　愛宕山プロジェクトについて

９

〜議会を傍聴しませんか〜 〜インターネット配信について〜

　次の定例会は６月に開かれます。
　傍聴席は、八幡浜庁舎７階に設置して
います。傍聴席入口には、受付簿を置い
てありますので、氏名、住所等をご記入
のうえ、是非とも議会を傍聴してみてく
ださい。

　インターネットで本会議（開会日、一般

質問）の中継録画を配信しています。

　八幡浜市議会ホームページから

ご覧ください。

こちらからアクセス⇨
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市 長

議員田 中 繁 則
八幡浜市の今後10年、更にその先
を見据えた観光振興政策の展望は！

本市の強み、八幡浜らしさを生かすことが大切。
関係機関、市民団体等と連携して各事業が連動し、
相乗効果が生まれる観光施策を展開していきたい

　部署横断型の総合的な観光戦略ビジョンの策定

が必要ではないか。

　目指すべき方向性や目標値、具体的な取組内容

などは、まち・ひと・しごと創生総合戦略に記載さ

れていることから、現段階では新たに策定する予定

はない。今後、部署間での情報共有や連携により一

層努めたい。

　「ふるさと観光公社」は設立して３年が経過す

るが、業務委託者としての業績評価は。

　笠置遍路道ハイキングや佐田岬Ｅ－ＢＩＫＥツ

アーなどの個人向け商品を造成したほか、教育旅行

を南予全体100件、400人の受入れ可能な体験民泊を

整備した。本年度初めて広島県の中学校２校と東京

都の高校１校の修学旅行を誘致することができ、大

きな一歩になった。設立後、市

民グループや地域団体の協力を

いただきながら旅行商品作りに

取り組み、住民の地域愛を醸成

する土壌も育まれつつある。

　昨年受け入れた修学旅行の実施後評価は。

　修学旅行実施校や旅行業者から具体的な評価や

助言などは届いていないが、同行した職員からは、

生徒や先生の表情、インストラクターの反応もよ

かったと聞いており、生徒の感想文などからも十分

な満足が感じられる。実施校や他の学校からも来年

度の仮予約をいただくなど、大いに期待している。

　「ふるさと観光公社」担当職員の増員、専門人

材の配置、事務局の移転・設置について伺う。

　着実に実績を積み重ね、収益を上げながら安定

的な経営に向けて一定の見通しがついた段階で増員

を検討したい。ツアーデスクの移転は今後の業務に

支障が生じる場合に検討したい。

　英語教育が必修化され２年が経過しようとして

いるが、その現状、成果と課題は。

　３・４年生は音声を中心としたコミュニケー

ション活動が中心。５・６年生は教科書を使い、読

むこと、書くことにも焦点が当たり、本物の英語に

触れながら実際のコミュニケーション活動の中で学

ぶ授業に変わっている。成果としては、英語感覚が

身に付いてきているという声が上がっており、子

供たちが意欲的に授業に参加し、積極的にコミュニ

ケーションを図ろうとしている。中学校１年生の内

容が小学校に移行しているため、中学校教員が小学

校で英単語が書けるようになっていると捉えてしま

うおそれがあるが、小・中連携で補っていく。

　英語専科教員の配置・加配の状況及び英語指導

者の養成について伺う。

　中学校の英語免許所有者を江戸岡小、神山小、

喜須来小に配置しており、来年度はさらに増やして

いきたい。教員採用段階で特に高い英語力を持った

人材には加点を行っている。外国語指導力向上研修

を教員が受講したり、ＴＯＥＩＣや英語検定の受検

を奨励したりして指導力向上を目指している。

　ＡＬＴは現在の人数、配置で十分と考えられて

いるのか、増員について検討されているのか。

　十分とは考えていない。中学校にＡＬＴ（外

国語指導助手）が常駐することにより外国語が生徒

のコミュニケーション手段としての広がりにつなが

り、異文化や多様性を理解する機会を増やすことに

もなる。増員の方向で検討したい。

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答

地域資源を活用した着地型観光
の推進について

小学校における英語教育の現
状、成果と課題について
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市 長

議員佐々木加代子
八幡浜市の新たな不妊治療費助成
を決められた市長の思いは！

優しい環境づくりのために新たな助成
制度を創設したいという強い思いから

　今年に入り感染力の強いオミクロン株への変異

とともに感染が拡大し、現在第6波の渦中にあるが、

特に気がかりなのは感染者の低年齢化である。八幡

浜市においても5歳から11歳の小児へのワクチン接

種が始まった。小児のワクチン接種について、保護

者や関係者からの問い合わせは多数きているか。ま

た、対応についてはどのようにされているか。

　これまでに寄せられた問い合わせとして、接種

券はいつ届くのか、接種日には学校を1日休ませた

方がいいのかなど、市で回答できるものや、基礎疾

患があっても接種して大丈夫か、どのような副反応

があるのか、副反応への対処方法は、といった専門

的なものについて

は、かかりつけ医

や厚生労働省また

は愛媛県のコール

センターで相談し

ていただくよう案

内している。

　子どもたち自身の感染や家族の感染により自宅

待機になった子どもたちへ、どのような対応を心掛

けておられるのか。

　新型コロナウィルス感染症に起因するストレ

ス、いじめ、偏見等に関し、学校では学級担任や養

護教諭等を中心としたきめ細かな健康観察を実施す

るとともに、全校体制で子どもたちの発する言葉や

表情を敏感にキャッチし、情報を共有している。場

合によってはスクールカウンセラー、ハートなんで

も相談員等にもつなげるようにしている。

　市内に産科病院が無いことについて、今後の見

通しについて伺う。

　出産を予定されている方は近隣の産科医療機

関での出産となり、距離的な不安や通院、入院時の

不便さなどご苦労されていると思う。市立八幡浜総

合病院では、令和4年1月から産婦人科常勤医師1名

が着任され診療体制の改善につながっているが、現

時点では条件が整っていないため、分娩の再開には

至っていない。現在のところ市内で民間の産科医療

機関の開設予定の情報はないが、今後そのような話

があれば市として全面的に協力し、開設に要する費

用の一部を補助するなど、経済的な支援についても

前向きに検討していきたいと考えている。

　政府は4月から不妊治療費の全面保険適用を決定

したが、八幡浜市では国の保険適用に加えて、保険

適用後の個人負担分についての助成を決められた。

市長がどのような思いで助成を決められたのか伺う。

　不妊治療を受けられる方の

費用負担がどのように変わるの

か精査したところ、現行制度で

は自己負担が生じないケースで

も、保険適用となることで費用

の3割負担が生じ負担が増えて

しまうケースが出てくる。不妊治療の効果について

は、受診者の約半数について出産の実績があること

や、費用の助成により早めに治療を受けられる方が

増えることで出生数の増加が期待できる。子どもを

授かりたいと願うご夫婦が経済的な理由から不妊治

療を諦めることがないように、優しい環境づくりの

ために新たな助成制度を創設したいという強い思い

からこの助成に至った。

問

問

問

問

答

答

答

答

ワクチン接種について 不妊治療費助成事業について
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市 長

議員西 山 一 規
多くの市民が賛同できる予算を！

ご意見・ご要望を踏まえて検証・改善
したい

　市の支出は市民のためであり、支出の多くは市

民の収入となる。地域経済のためにも適切な量の仕

事を可能な限り市内の事業者に発注することが大事

である。財政が厳しいとしたらどれぐらい厳しいの

か、客観的な基準は何か。

　地方公共団体の財政状況を判断する主な指標と

しては、財政力指数、経常収支比率、実質公債費比

率、将来負担比率などがある。　

　基準に照らし合わせて八幡浜市の状況はどうか。

　令和２年度の財政力指数は0.338で、県下11市

の数字を良い順に並べた場合、上から10番目となる。

　経常収支比率は94.0％で、11市中８番目となる

（全国的には平均的）。

　実質公債費比率及び将来負担比率は、11市中８番

目である（基準上は問題ない）。

　次に、令和２年度末の一般会計における地方債現

在高は約243億2,000万円で、耐震フェリー桟橋整

備事業や防災行政無線デジタル化事業等の大型投資

的事業の実施により、地方債残高は増加傾向にある

が、財政状況の改善に努め、実質的な市の負担額は

243.2億円の４分の１程度である約59億円の見込み

となっている。

　最後に、令和２年度末の一般会計における積立金

現在高は、約60億400

万円で、年々増加傾向

にある。うち財政調整

基金の現在高は約30

億2,000万円で、平成

20年度末から約19億

1,000万円を積み増す

ことができた。

　財政調整基金については、多ければ多いほど不

測の事態に対応できる面があるが、本来使えるお金

を使わなかったという考えもあり、多くを貯め込む

のではなく、適切な値でやっていただきたい。

　できるだけ多くの市民が賛同していただけるような

予算編成及び説明が大事であるが、取り組みを伺う。

　限られた財源の中で、要望を全て実現すること

は困難だが、その時々の状況に応じて優先順位の高

い事業から予算措置を行っている。今後も市民の代

表者である議員の皆様に賛同いただけるよう丁寧な

説明はもちろん、もっと市民に関心を持っていただ

けるように各種媒体を活用して広く発信していく。

　また、市民からいただいたご意見、ご要望等を踏

まえて事業を検証し改善につなげたい。

　十分な情報公開と説明で、より多くの市民が

納得できるよう取り組んでいただきたい。

問

問

問

答

答

答

要望

市の財政の厳しさについて

令和４年度八幡浜市一般会計予算書等一式
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市 長

議員井 上　 剛
公共事業における木材建築物の管
理について！

メンテナンスマニュアルを作成し
たい

　隣国の武力による一方的な現状変更に発展する

おそれのある台湾情勢、また我が国固有の領土、沖

縄県石垣市登野城尖閣への度重なる領海侵犯が繰り

返されている。先日の選挙にて四選を果たされた中

山義隆石垣市長も、青年会議所時代に一緒に活動さ

せていただいた間柄でもあり、国防の最前線かつ昨

今の世界情勢から併せて心配をしている。一部の国

にあっては、国防動員法という有事に際し誰でも自

国の命令に従わなければならないという法律も整備

されている。八幡浜市内に在住されている外国籍の

方の総数及び国籍を伺う。

　令和３年12月末現在、八幡浜市に住民登録され

ている外国籍の方の人数は234人。国籍別は、ベト

ナム59人、中国57人、フィリピン49人、カンボジア

31人、ミャンマー10人、韓国10人、インドネシア５

人、北朝鮮４人、スリランカ３人、トリニダードト

バゴ、イギリス、アメリカ、カナダ、台湾、オース

トラリアが各１人。外国籍234人のうち就労が認め

られている在留資格を保有されている方143人、内

訳は技能実習が72人、特定機能が54人、技術・人文

知識・国際業務が12人、教育が５人となっている。　

　長引く不況に際し、今の八幡浜市における経済

状況の把握は、どのような形で入手され、市民の皆

様にどのようなサポートができるのかお示しいただ

きたい。

　本市の経済状況は、商工会議所、商工会、金融

機関、ハローワークなどから情報収集している。オミ

クロン株の全国的な感染拡大の影響が出始めた１月以

降は、継続して支援を行っている事業者だけでなく、

飲食業や小売業など幅広い業種に影響が出ており、売

上げが２割から３割、特に影響を受けているところで

は５割ほど減少している。加えて、原材料や原油の価

格をはじめ、あらゆるコストが高騰してきている。市

としては、特に大きな影響を受けている交通事業者、

水産業者、宿泊旅行業者などに対する支援を継続する

とともに、引き続き情報収集に努め、必要な支援策が

あれば迅速に対応していきたい。なお、売上げの減少

に対する支援策として、国の事業復活支援金や県のえ

ひめ版応援金があるため、これらも利用していただき

たい。また、原油価格が高騰している中、国によるガ

ソリン補助が１リットル当たり５円から25円に大幅

に上限が引き上げられるほか、運輸事業者や農業、漁

業者向けの新たな支援策

も講じられるとの報道も

あり、内容を確認の上、

市としてしっかりと対応

していきたい。

　多くの木造建築物が構築されてきたが、初期の

メンテナンス計画は。

　市では、平成29年３月、八幡浜市公共施設等総

合管理計画を策定している。この基本計画の下、施

設別に学校施設長寿命化計画等、建て替えや改修な

ど工事の手法や優先順位を決定している。木造建築

物に対するメンテナンス計画は策定してないが、予

防、保全により計画的な修繕を行い、施設を長く使

用する方針としていることから、メンテナンスマ

ニュアルを作成し、早めの修繕等も実施していき

たい。

問

問

問

答

答

答

外国籍の方の総数及び国籍について

現在の八幡浜市の経済状況につ
いて

公共事業における木造建築物の
管理について
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建設課長

議員菊 池　 彰
市道の補修について、危険度・緊急
性の判断区分はどうしているのか！

危険性が高まる要素がないか、現場を
つぶさに確認しながら判断している

　市道の補修について、令和2年度分また令和3年

度分の2月末までの要望件数と対応出来た件数並びに

工事費について伺う。

　令和2年度の状況は、住民からの情報提供や職員

の道路パトロールも含めて530件の現地調査を実施

して、工事修繕を行ったのは287件である。工事費

については4,255万5,000円、修繕費は906万6,000

円である。令和3年度2月末においては517件の現地

調査を実施して、工事修繕を行ったのは240件であ

る。工事費については4,105万5,000円、修繕費は

626万2,000円である。まだ出来ていない未了の工事

については、改めて施工業者に依頼して対応してい

きたい。　

　平成29年3月に青石中学校が廃校になり、本年3

月で丸5年になる。校舎は建設されて56年が経過して

おり、耐震基準を満たしていない。雨漏りも確認さ

れているとのことであり、建物の活用は難しいと考

える。また校舎の北側と人家の距離は10メートル未

満である。防災まちづくりの一環として、災害の発

生を予測した事前復興という取り組みがあるが、倒

壊の危険を予測して校舎を取り壊す、事前解体とい

う考えは出来ないものか伺う。

　校舎については昭和40年建設で築後56年が経過

し、老朽化が激しく、耐震基準を満たしていないの

で避難所として活用することができない。雨漏りも

しているため、取り壊すしかないと思われる。

　しかし事前解体は市単独事業になり、多額の経

費となるため跡地利用を含めて今後検討していき

たい。

　コロナ禍になり、都会の喧騒から逃れて地方・

田舎暮らしに憧れを持つ人が増えている状況の中

で、令和2年度に愛媛県に移住された方は前年度比

29%増の2,460名であった。八幡浜市の令和2年度

の移住者数は何名であったのか、令和3年度は1月

末時点で何名であるのか伺う。また、市として移住

者を増やすためにどのような施策を実施しているの

か伺う。

　移住者数の把握については、転勤等を除いた数

字を基本としている。令和2年度の移住者数は424人

「県内が289人、県外が135人」である。令和3年度

は1月末までの移住者数は314人「県内が198人、県

外が116人」である。移住者を増やすための施策と

して、移住・定住支援ポータルサイトを充実させ、

令和2年度には八幡浜市移住ガイドブックを改訂し

た。Uターン促進のためUターンリーフレットを作成

し、広報紙に併せ全戸配布、成人式でも参加者へ配

布した。さらに移住視察等で訪れる場合に、希望を

聞き取ってアテンドプランを作成して、面談と地域

の案内を実施する「やわたはま暮らしオーダーメイ

ドツアー補助金」、テレワーク等を行う場合に費用

を一部補助する「ワーケーション推進事業補助金」

を用意している。そのほか住環境の整備である「移

住者住宅改修支援事

業補助金」、移住検

討者と働き手を探す

市内事業者をマッチ

ングする「仕事情報

おつなぎ支援」など

様々な施策に取り組

んでいる。

問

問

問

答

答

答

移住・定住への取り組みについて安心して安全に快適に過ごすこ
とができる環境整備について

八幡浜市移住ガイドブック
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保健センター所長

議員遠 藤　 綾
無料PCR検査は4月以降も継続を！

４月以降も継続を要請したい

　四電は２月に、プルトニウム・ウラン混合MOX

燃料24体を、新たに製造すると発表した。40年経過

後も3号機を稼働させるつもりではないか。MOX燃料

再処理工場は、まだ計画も立っていない。通常のウ

ラン燃料でも廃炉作業は困難なのに、MOX燃料で事

故が起これば、更に大変になる。これ以上行き場の

ない使用済燃料を増やさないためにも、3号機の稼働

を許すべきではないと思うが、考えを伺う。

　原子力発電の可否については国政のより広い場

面で議論いただくことであると考えている。四電に

は、安全対策に終わりはなく、更なる信頼性の向上に

努めてもらいたいと機会あるごとに要請している。

　新型コロナへの市立病院の受け入れ体制と、ゆ

めみかん等での無料のＰＣＲ検査について伺う。

　市立八幡浜病院では、県の医療体制の計画に基

づき、感染が縮小傾向のフェーズ１で8床、やや警戒

が必要なフェーズ２で10床、増加傾向のフェーズ３

で15床、感染者急増時は20床と、フェーズごとに定

められた病床を確保し、中等症の入院患者を受入れ

る体制である。入院患者の受入は、県が患者の症状

等を総合的に判断し、医療機関を決めている。

　県実施の、ゆめみかん西側ロビーで火曜・金曜に

行っている無料ＰＣＲ検査は、３月4日で延べ277

人、１日平均23人が検査を受けている。また高齢者

施設では、職員26人、入所者が28人ＰＣＲ検査を受

けている。今後のＰＣＲ検査については、ゆめみか

んでの無料ＰＣＲ検査が3月31日までに延長された

が、さらに4月以降も継続できるよう要請したい。高

齢者施設等でのＰＣＲ検査の助成については、新年

度は入所者について50人分の予算措置をしている。

　当市で雇用するケア労働者のうち、保育士、幼

稚園教諭、放課後児童クラブの指導員と、当市医療

機関で働く看護師の、処遇改善について伺う。

　保育士・幼稚園教諭等の処遇改善は、市立、公

立問わず、教育・保育現場で働く人の収入を３％程

度、月額9,000円引上げの費用を、令和4年2月から9

月まで国が全額補助するものである。10月以降は交

付金により措置される。（民間は4分の１市負担となる)

　民間施設は、国の示す基準額を、市を通じて補

助。全額、職員の賃金改善等に充てることとされる

が、具体的な方法などは、民間事業者の判断となる。

　公立施設は、常勤の会計年度任用職員に対し月額

9,000円の処遇改善手当の支給となる。正規の保育

士・幼稚園教諭については、全産業平均を大きく下

回るとは言えないため、対象外となる。

　８か所の放課後児童クラブ勤務の会計年度任用職

員のうち、常勤職員が同額の処遇改善となる。

　市立病院勤務の看護職員は、令和4年2月から9月

までは一律4,000円、10月以降は一律1万2,000円の

処遇改善手当を、全額国費で支給する予定である。

問

問

問

答

答

答

新型コロナ感染症から市民をど
う守るのか

伊方原子力発電所について

ケア労働者の処遇改善について
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　４月から保険適用となる不妊治療の助成は回数

制限があるのか。また、年齢についても制限がある

のか。

　保険適用になっても、「生殖補助医療」の部分に

ついては、年齢制限と回数制限を設けており、子ど

も一人について、４０歳未満が６回まで。４０歳以

上４３歳未満は３回まで助成を受けることができる。

　若い夫婦や、不妊に悩まれている方にとって

は、経済的負担を軽減する大

変良い制度だと思う。早期に

八幡浜市で分娩ができる体制

をつくってほしい。

保育管理システム導入業務委託料について

　今回、導入する保育管理システムはどのような

端末か。

　場所を移動しての使用や、避難時の持ち出し等

を想定し、タブレット型端末の導入を想定している。

また、今回は試験的に保内保育所で 12台、神山こど

も園で７台を導入する予定である。

　保育管理システムは何のために導入するのか。

　全国的に保育士の離職が増えている原因の一つ

として、事務量の多さがある。保育士の事務は管理

事務と、カリキュラム作成事務の２つがあり、今回

の保育管理システムの導入は、主に管理事務の軽減

を目的として導入するものである。具体的には、現

在手書きで行っている園児の登園・退園事務が、保

育管理システムを導入

することにより、ＱＲ

コードを活用した管理

が可能となる。これに

より、出席管理、延長

保育代金の算定や給食

の食数管理も行うこと

が出来るため、事務の

軽減につながると見込

んでいる。

旧図書館保存活用検討委員会関係予算について

　松村正恒氏設計の旧図書館について、新しい文

化活動センターの前に、長期間使用していない旧図

書館の建物を移築することによる景観や、駐車場を

拡張しながら移築することによる駐車スペースの減

少など、本当に必要だという判断のもとで計画をし

ているのか。この建物が必要だという前提は何か。

　市の文化ゾーンの整備計画のなかで、旧図書館

の建物についても移築することとしている。検討委

員会では、現在の旧図書館をそのまま移築するので

はなく、最初に現在の八幡浜郵便局の場所に建築し

た旧図書館の設計図をベースに新たに建てるよう検

討しており、旧図書館の部材等で使えるものは使い

たいと考えている。また、松村正恒氏の建築に関係

する設計図等も２階に備え、自由に閲覧できる環境

を整える形で進めている。なお、１階は喫茶店など、

コミカンの来館者がくつろげるスペースを作っては

どうかと検討をしており、松村正恒氏の遺構を残し

た建物を市内文化ゾーンに残すことで進めている。

　過去に移築について賛成された議員は、今の

建物はその時の設計で作ったものだから、移築で良

いということである。新しく作り変えるならば、松

村正恒氏が作ったものではなく値打ちが変わってく

る。本当に必要だという検証を行い、必要性を示し

た上で予算組みをしていただきたい。

令和４年度八幡浜市水道事業会計予算について

　愛宕地区の配水池は八幡浜市街地への配水を

担っており、市立病院などの医療機関や商業施設等

多くの重要給水施設を抱えているが、愛宕第１配水

池は昭和７年築造、愛宕第２配水池は昭和 29年に築

造し、老朽化による経年劣化が進んでいるため、こ

れらの配水池を集約し、耐震化を行った愛宕第４配

水池を新たに築造し、緊急時の給水拠点とすること

で、主要地域における災害にも備えることが可能と

なるものである。

　配水池を集約するということは、管理しなくて

済む分、経費が浮くわけだが、残る第３は耐震化を

しているか。

　第３の耐震化は、レベル２まで進んでいるもの

ではないが、レベル 1程度はある。将来的に、人口

減に伴って、第４だけを残して、第３は廃止する可

能性もあるため、状況を見ながら将来計画を立てて

いきたい。

保育管理システムは何のために

導入するのか

上 田 浩 志予 算 委 員 長
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八幡浜港港湾施設の管理及び利用に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

　フェリーターミナルビルの展望ロビーについて

は、津波等災害時の避難場所であると聞いていたが、

展望ロビーの使用について、一般に貸すとすれば、

どういう団体が対象になるのか。

　展望ロビーの本来の目的は、津波が起きたとき

の避難場所として使うものである。団体に貸すとな

れば、まちづくり活動であるとか、ボランティア活

動とか、市にとって役に立つような使い方に限定し

て、貸し出すこととなる。

　フェリーターミナルが、地域の人に訪れていた

だく施設であるためには、無料駐車場があることが

望ましい。また、フェリー利用客にとって、駐車料

金が、松山観光港、三崎港、臼杵港と比べると高い

のではないか。駐車料金は、市民にとって、この施

設が便利に使えるかどうかのポイントであるが、ど

う考えるか。

　駐車料金については、レストランを利用される

方や展望ロビーを利用される方を考慮して、ちゃん

ぽん駐車場の 30 分無料より長い、60 分無料として

いる。24 時間で 2000 円という料金は、近隣の民間

駐車場との均衡や、安くすると限られた台数の駐車

場であるため、展望ロビーやレストランの利用者に

不都合が生じる可能性があることを考慮して設定し

ている。ただし、今後は、旧フェリーターミナル跡

地において、八幡浜港みらいプロジェクトで立体

駐車場を計画しているため、利用者にはそちらも

利用していただき、料金設定もその際に改めてい

きたい。

　民間とのバランスも大事だと思うが、実際に

車を置いてフェリーに乗る方に、割引券を発行する

などの検討もできるのであれば考えていただきたい。

　このフェリー再整備事業は、結局総額いくらか

かったのか。

　フェリー再整備事業は、大きく分けて３つであ

るが、まず１つ目のフェリー桟橋が、約 56億円、２

つ目のターミナルビル及び桟橋上にあるスロープが、

約 15 億円、３つ目の道路及び駐車場が、約６億円、

合計で約 77億円である。また、そのうち市の実質の

負担は、交付税措置分、交付金それぞれ差し引いて、

約 18億円となる。

八幡浜市不妊治療等に係る費用の助成に関する条例

の制定について

　この条例は４月からの本市独自の事業として、

医療保険各法の規定により保険給付を受ける者が、

負担すべき不妊治療等に要する費用を助成すること

により、出産を望み、不妊治療等を受ける夫婦の経

済的負担を軽減し、もって本市の少子化対策の推進

及び市民福祉の向上を図るために制定するものであ

る。しかし、治療法として有効と認められないもの

や倫理的な問題の残る治療については、保険適用さ

れず引き続き自由診療となり助成対象外となる。

　今後は、公的保険適用と既存の助成制度の、ど

ちらかを選択する必要があるのか。

　これまでの助成制度は３月で廃止になり、４月

からは公的保険適用ということになる。

　４月からの公的保険を適用した場合、３割の自己

負担金が発生することになる。これは現在の助成制

度を利用するより、負担が増えるケースが出てくる

ため、この不利益を解消し、切れ目のないサービス

を提供するため、３割の自己負担金を市が助成し、

無償とするところである。

フェリーターミナルビルに無料

駐車場の設置が望ましいのでは

佐 々 木 加 代 子総務産業委員長

不妊治療助成に回数制限がある

のか

菊 池 　 彰民生文教委員長
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国道378号線

　道路幅が狭く大型トラックや救急車両の通行が課題だった

真網代の国道378号線で、離合の困難を解消する『大釜バイ

パス』が１月26日に開通しました。

　温州ミカンの一大

産地である真穴地区

と市街地を結ぶ国道

の難所の一つで大型

トラック通行が可能

となり、かんきつや

水産物輸送の効率化

や、災害時の避難路

として期待されてい

ます。


